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＊ｲﾝﾄﾞ7.7%成長に加速…1～3月、消費・投資けん引
ｲﾝﾄﾞ統計局は31日、1～3月期の経済成長率を前年同期比で7.7%と発表した。2017
年10～12月期の7.0%を上回り、成長が加速した。高額紙幣の廃止や物品ｻｰﾋﾞｽ税
導入で混乱した経済が落ち着きを取り戻し、1～3月期6.8%成長だった中国を上
回った。17年度の成長率は6.7%で、4期ぶりの低さに留まった。４～6月期以降も高
い成長を続けると予想する見方が多い。景気の回復は2期目を目指すﾓﾃﾞｨ首相に
は追い風になる。だが、燃料（原油）価格上昇によるｲﾝﾌﾚ再燃が強まってきた。5
月29日、ﾆｭｰﾃﾞﾘｰのｶﾞｿﾘﾝの小売価格は1ℓ78.43ﾙﾋﾞｰ（約127円）の過去最高値を
記録。

＊中国・紫光集団　紅い半導体　自立の夢…11兆円投資、政府主導
中国の国策半導体ﾒｰｶｰ、紫光集団が半導体業界の台風の目となっている。総額
3兆円を投じる湖北省武漢市のﾒﾓﾘｰ工場が年内に稼働する。現地では生産建屋
が完成に近づき、試作ﾗｲﾝ向けの製造装置の搬入も始まった。紫光集団と長江存
儲科技の董事長を兼ねる趙偉国氏は「今後10年で少なくとも千億㌦（約11兆円）を
投資する」と宣言した。米中通商摩擦を背景に、中国は半導体国産化のﾋﾟｯﾁを上
げる。長江存儲科技は年内に記憶素子を立体的に積み重ねる「3次元ﾒﾓﾘｰ」で32
層の量産を始める計画。韓国ｻﾑｿﾝ電子から4年遅れの量産開始となる。
米制裁警戒　備え急ぐ・・紫光集団が警戒するのが米政府による製造装置の販売
禁止だ。半導体製造装置は米ｱﾌﾟﾗｲﾄﾞﾏﾃﾘｱﾙｽﾞを筆頭に米系が高いｼｪｱを持つ。
ZTEのように米政府が米企業に対し中国企業との取引停止を命じた場合、紫光集
団が受ける打撃は計り知れない。

＊ﾛﾎﾞﾚｽﾄﾗﾝ1000店…中国・京東集団、20年まで
中国のﾈｯﾄ通販2位、京東集団（JDﾄﾞｯﾄｺﾑ）は従業員がいない無人ﾛﾎﾞｯﾄﾚｽﾄﾗﾝの
展開に乗り出す。まず8月に1号店「ｼﾞｮｲｽﾞ　智慧餐庁」を開業し、2020年に1千店
体制を目指す。ﾛﾎﾞｯﾄを活用したﾚｽﾄﾗﾝではｱﾘﾊﾞﾊﾞがすでに多店舗化を進めてい
るが、調理や食器の洗浄は人が行っている。京東はﾚｼﾞなどに人を配しない「無人
ｽｰﾊﾟｰを約20店開くほか、ﾄﾞﾛｰﾝを使った配送なども手がける。先行するｱﾘﾊﾞﾊﾞを
追随する。労働者不足の対策でもある。

＊ﾋﾞｰﾙ消耗戦脱せず…外食・ﾒｰｶｰ苦戦「中小酒販店、恩恵乏しく」
酒税法改正で酒の安売り規制が強化されて6月1日で1年を迎える。ｽｰﾊﾟｰなどで
採算を無視して安く売られるﾋﾞｰﾙ系飲料の価格を引き上げ、中小の酒販店を保護
する政府の目的だったが、目立った効果がでないほど業界の競争環境は厳しい。
消耗戦から脱却するにはﾒｰｶｰや小売店は価格以外の面で付加価値をつけること
が求められる。

＊高機能樹脂、ｱｼﾞｱで高騰…新興国、車向け需要拡大
自動車部材などに使う高機能樹脂の価格がｱｼﾞｱで高騰している。耐久性や耐熱
性に優れるﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ樹脂は前年同期比で5割「上昇した。新興国を中心に自動
車用の需要が伸びる一方、主要生産国でもある中国の供給は環境規制や原料不
足で伸び悩んでいる。ﾒｰｶｰは年初から国内でも値上げを進めており、先高感は
強い。
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＊抗がん剤　1割は廃棄…厚労省、再利用へ指針
東京都内ある大学病院の一室。帽子やﾏｽｸ、二重の手袋に身を包んだ薬剤師さ
んが、抗がん剤の調整作業を進める。部屋の中にある「ﾒﾃﾞｨｶﾙﾍﾟｰﾙ」と呼ばれる
特殊なゴミ箱に目をやると、薬剤を使いきってない瓶が多く捨てられている。「抗が
ん剤には発がん性があり、開封後は速やかに廃棄する必要がある。残液の再利
用は想定していない。ﾒﾃﾞｨｶﾙﾍﾟｰﾙは一度ふたを閉めると開けられない。容量の種
類を増やすことには慎重論も多い。種類を多くすると在庫管理等の手間が増え
る、また、使うべき瓶を間違う医療事故の可能性が高まる。厚労省も使い残しを減
らすため、残薬を使用する場合の手引書をまとめた。高額な抗がん剤は今後次々
増加する。「政策的な後押しが必要」と指摘する。

＊日本の大学　痩せる「知」…内向けを脱し、世界へ
ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ（革新）の創出力を産出したところ、この10年間で（10年前とは02～06
年）大きな変化は中国の精華大学の台頭。02～06年は東大が論文の生産性も論
文数も優位だったが、12～16年は精華大が生産性で逆転。競争の構図は変わっ
た。時代に乗れず・・他国の研究者との共同研究が助成の条件。海外の研究者と
組むことが少なくなり、「論文に載らない最新の知見が得られなくなる」と警鐘を鳴
らす。待遇が不安定になり、短期間で成果が出る小粒のﾃｰﾏで論文数を稼ぐ事態
を招いた。ﾄﾖﾀが素通り・・AI技術の共同開発にｽﾀﾝﾌｫｰﾄﾞ大、米MIT大を選ぶ。日
本の大学が相手にされていない。世の中に出るｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの多くは企業が担う。土
台となる科学技術力が衰えると、その種は生まれなくなる。日本のﾉｰﾍﾞﾙ賞の受賞
ﾗｯｼｭだったが、足元は危うさが増す。

＊日本苦戦　100位以内に4校…大学「論文の生産性」（ｱｼﾞｱ勢と差拡大）
日本は100位以内が、東京大学94位、京都大学98位、東北大学99位、東京工業
大学100位。競争主義を徹底するｱｼﾞｱの大学の背中が遠くなっている。
生産性でのﾄｯﾌﾟがｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙの南洋理工大学、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙはAIやﾊﾞｲｵなど高給を
提示して有力研究者を呼び寄せている。「学長は年俸1億円と言われている」。2位
の香港城市大学や14位の香港科技大学などの躍進は米国の大学に留学して
戻ってきた若手研究者の活躍が大きいとされる。ｱｼﾞｱ勢が実力を大きく伸ばす一
方で日本勢は停滞し、相対的な地位の低下が目立つ。中村総一郎副学長は「大
学として生き残るには特長を生かした選択と集中が欠かせない」と言う。

＊中国・宝山鋼鉄…「業績拡大　はや息切れ」
中国で労働節（ﾒｰﾃﾞｰ）の休暇が明けたばかりの5月2日。上海株式市場で、鉄鋼
世界2位の宝武鋼鉄集団の中核上場子会社、宝山鋼鉄の株価が一時7%近く急落
した。労働節前に発表した2018年1～3月期決算で、純利益は前年同期比33%増
だった。だが市場が注目したのは、前の期（17年10～12月期）比3割減という数字
だった。公共事業見直し・・今、中国では、地方政府が民間企業と手を組んで公共
事業を進める官民ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ（PPP)の見直しが相次ぐ。見直し案件は3兆8千億
元、ｲﾝﾌﾗ投資の遅延や圧縮、中止が今後、相次ぐ。

＊三菱自　東南ｱｼﾞｱで利益5割…6年ぶり販売最多・国内の3倍
三菱自動車は東南ｱｼﾞｱで快走している。2018年度の域内販売は31万台と6年ぶ
りに最多記録を更新する見通し。業績不振や不祥事で幾度も窮地に立った同社
にとって、連結営業利益のほぼ半分を稼ぐ「ﾄﾞﾙ箱」に育った。燃費不正問題を機
に仏ﾙﾉｰ・日産自動車連合に合流して1年半。連合内で存在感を示すには、ﾙﾉｰと
日産の弱点である東南ｱｼﾞｱでの持続的成長を欠かせない。ｲﾝﾄﾞﾈｼｱでは昨年9
月発売の7人乗り新型車「ｴｸｽﾊﾟﾝﾀﾞｰ」が大ﾋｯﾄした。実用性重視の小型3列ｼｰﾄ車
（SUV)の外観を取り入れた。18年度の同国販売は13万７千台と新型車投入前の１
６年度の2倍強になる。
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＊ﾋﾞｼﾞｮﾝ、中間層取り込む…中国の次は東南ｱｼﾞｱ
4日発表した2018年2～4月期の連結決算は東南ｱｼﾞｱやｲﾝﾄﾞを含む「その他のｱｼﾞ
ｱ」の売上高が21億円と前年同期比35%増加し、増収率は中国（同11%増）を上回っ
た。2～4月期の連結決算は売上高が8%増の257憶円、純利益は11%増の38憶円と
7期連続で2～4月期の最高を更新した。「その他のｱｼﾞｱ」で増収率が最大だった
のはｲﾝﾄﾞﾈｼｱ。ﾀｲやﾏﾚｰｼｱも7割から8割増収と大きく成長した。品質を重視する
中国人向けで成長してきたが、「東南ｱｼﾞｱは次の成長のﾄﾞﾗｲﾊﾞｰになる」と松永執
行役員は期待を込めて言う。

＊ｼｬｰﾌﾟ再成長へ布石…ﾊﾟｿｺﾝ再参入　ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ生かす
ｼｬｰﾌﾟが台湾の鴻海（ﾎﾝﾊｲ）精密工業の傘下入りして8月で2年を迎えるのを前
に、成長戦略を打ち出した。5日には東芝のﾊﾟｿｺﾝ事業買収を正式発表。日本発
のﾌﾞﾗﾝﾄﾞをいかしつつ鴻海の製造能力でﾃｺ入れする。鴻海・ｼｬｰﾌﾟの下でかって
世界首位だった「ﾀﾞｲﾅﾌﾞｯｸ」ﾌﾞﾗﾝﾄﾞがよみがえれば日本の電機産業の一つの再生
モデルとなる。今や世界のｻｰﾊﾞｰの過半が鴻海製といわれる。規模のﾒﾘｯﾄを生か
して他社より割安に部材を調達できる。

＊ﾏﾂﾀﾞ、ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ「継続」…他社撤退相次ぐ中　環境性能で勝負
ﾏﾂﾀﾞの藤原清志専務執行役員は6日、日経新聞に対し「ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ技術は企
業としての強み。辞める必要はない」と述べ、開発を続行する考えを示した。環境
性能の高さで勝負するというぶれない姿勢を明快にした。ﾒﾂﾀﾞのﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝは
有害物質を後処理する装置がいらないのが特徴で競争力が高い。自社のｴﾝｼﾞﾝ
車に比べ燃費効率が優れる。

＊ﾋﾞｰﾙ３社、営業利益増…通期は明暗分かれる
ﾋﾞｰﾙ大手3社の2018年1月～6月期の連結営業利益は、そろって増加しそうだ。ｱｻ
ﾋｸﾞﾙｰﾌﾟHDは買収した欧州事業で好採算の高給ﾋﾞｰﾙが好調。ｷﾘﾝHDは主力の
「一番搾り」が伸び、ｻｯﾎﾟﾛHDは不動産事業が貢献。ともに日本会計基準だった前
年同期との単純比較で増益になる見通し。18年12月期通期は明暗が分かれそう
だ。ｱｻﾋは海外事業がけん引し、営業増益を見込む。ｻｯﾎﾟﾛHDも国内で主力ﾋﾞｰﾙ
「黒ﾗﾍﾞﾙ」などが堅調なうえ、海外事業の採算改善が寄与し、営業増益になりそう
だ。ｷﾘﾝHDはﾋﾞｰﾙ事業は好調だが、医薬子会社の協和発酵ｷﾘﾝが薬価引き下げ
や後発薬との競合で苦戦。全体では営業減益を見込む

＊日産、ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ開発中止…ｴﾝｼﾞﾝ、EVに資源集中
日産自動車はﾃﾞｨｰｾﾞﾙエンジンの開発を中止。英仏中など各国当局が環境対応
で、脱ﾃﾞｨｰｾﾞﾙを進める動きが鮮明になった。世界の大手ﾒｰｶｰの中で脱ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ
の先陣をきる。ﾊﾞﾝなどの商用車でﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ搭載車種は他のﾒｰｶｰのﾃﾞｨｰｾﾞ
ﾙｴﾝｼﾞﾝを調達して販売を続ける。VWの排ｶﾞｽ不正で各国当局は消費者の信頼を
失ったことが大きな原因。EVへの集中につながる。

＊ﾀﾞｲｷﾝ、IOTなど5800憶円投資
ﾀﾞｲｷﾝ工業は5日、2021年3月期まで3ヵ年の中期経営計画を発表した。設備投資
や研究開発に合計5800憶円投資する。あらゆるﾓﾉがﾈｯﾄにつながる「IOT」に重点
を置く。世界各国のｴｱｺﾝのﾃﾞｰﾀを収集・分析する基盤ｼｽﾃﾑを20年に構築し、働
きやすいｵﾌｨｽ環境の提案といった新ｻｰﾋﾞｽを生み出す。

＊ｱｽﾃﾗｽ、武田を逆転…大型買収に懸念根強く
5日の東京株式市場でｱｽﾃﾗｽ製薬の時価総額が武田薬品工業を越えた約1年
10ヵ月ぶりの逆転になる。市場では財務悪化や将来の成長性に対する懸念がな
お根強く、武田から他の製薬株に資金が移動しているようだ。武田株を保有する
ﾌｧﾝﾄﾞﾏﾈｰｼﾞｬｰは「ｼｬｲｱｰの成長性に不透明感があり、買収で1株利益が増えると
いう会社側の説明は現時点で説得力を欠く」と指摘する。
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＊ﾉﾝｱﾙｺｰﾙ　外でも会社でも…ｱｻﾋやｻﾝﾄﾘｰ　ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ投入
ﾋﾞｰﾙ大手が相次いでﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ入りのﾉﾝｱﾙｺｰﾙﾋﾞｰﾙを売りだす。ｱｻﾋはｱｳﾄﾄﾞｱ、ｻ
ﾝﾄﾘｰはｵﾌｲｽ向けを想定。運転する人がﾋﾞｰﾙの代わりに飲むといった飲まれ方か
ら、そう快感を味わいたいという人にも需要が広がる。ｻﾝﾄﾘｰは飲み物の色を透
明にすることで一般的な清涼飲料のような見た目にして、ｵﾌｨｽでも飲みやすくして
若い世代の取り込みを目指す。

＊米、ＺＴＥ制裁解除見通し…中国、国策企業保護へ譲歩
中国通信機器企業の中興通訊（ＺＴＥ）に科せられた米国による制裁が、近く解除
されるとの観測が出ている。米政府は、中国側にZTEの制裁解除の条件として、
最大17憶㌦（約1900億円）の罰金や、現経営陣、事業存続に当たっての米国によ
る監視強化などを挙げたとみられている。今回の制裁のの背景には中国政府の
不公正な競争政策への米国の反発がある。

＊中国自動運転　「爆速」の新興勢…創業1年、百度人材が主役
中国で自動運転の開発競争が激しくなっている。主役は創業からおよそ1年の新
興企業だ。中国で自動運転技術をﾘｰﾄﾞしてきた百度（ﾊﾞｲﾄﾞｳ）出身者が相次ぎ起
業している。政府の支援を受けた各社は多額の資本調達にも成功。圧倒的なｽ
ﾋﾟｰﾄﾞを武器に2020年をﾒﾄﾞに高ﾚﾍﾞﾙでの自動運転の商用化を狙う。米中摩擦が
激しくなる中、ﾊｲﾃｸ分野の自動運転は特に米中の主導権争いが激しい。
中国政府、資金支え「摩擦一因に　米、ﾋﾞｻﾞ制限で対抗」・・米国は最近、対抗策に
出た。ﾊｲﾃｸ分野での中国人に対するﾋﾞｻﾞの発狂制限だ。5年から1年へ。米国で
学んだ中国人が、中国政府の支援で帰国後に企業し、米国に対抗するｹｰｽが多
いためだ。

＊鴻海　中国で巨額調達…ｽﾏﾎ生産会社、上海上場で4600憶円
台湾の鴻海（ﾎﾝﾊｲ）精密工業は8日、中国の上海市場に中核子会社を新規上場
させ、271憶人民元（約4600憶円）を調達した。鴻海は液晶ﾊﾟﾈﾙ工場などの大型
投資構想を打ち出しているが、本業である電子機器の受託製造の稼ぐ力が弱まっ
ており、資本市場から資金をかき集める必要がある。米中のﾊｲﾃｸ摩擦が強まるな
か、有力企業を取り組みたい中国側と思惑が重なり、ｽﾋﾟｰﾄﾞ上場と巨額調達が実
現した。中国、有力企業取り組み「上場手続き　透明性課題」・・ﾌｫｯｸｽｺﾝ・ｲﾝﾀﾞｽﾄ
ﾘｱﾙ・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ（FII、鴻海の子会社）の株価は上場初日公募価格より44％高い
19.83元。
鴻海に公募で巨額の資金を集めたい、中国側にもFIIを誘致する思惑があった。

＊米の糖尿病薬販売…印ｼﾌﾟﾗ、国内で患者増
ｲﾝﾄﾞ製薬大手のｼﾌﾟﾗは8日、米製薬大手ｲｰﾗｲ･ﾘﾘｰの糖尿病薬「ﾍﾞｲｻﾞｸﾗ」をｲﾝﾄﾞ
で販売すると発表した。世界で最も売れている糖尿病薬のﾊﾞｲｵｼﾐﾗｰで先発品に
比べ安い。国際糖尿病連合によると、ｲﾝﾄﾞには17年時点で7200万人を超える糖尿
病患者がいる。同国でも経済発展に伴う生活習慣の変化で糖尿病患者が増えて
おり、糖尿病薬の需要が高まっている。

＊ﾎﾝﾀﾞ、GMとEV電池…北米向け共同開発
ﾎﾝﾀﾞは7日、米ｾﾞﾈﾗﾙ・ﾓｰﾀｰｽﾞ（EV)と電気自動車（EV)に使う高効率の電池を共同
開発すると発表した。主に北米向けに投入するEVに搭載する。ﾎﾝﾀﾞは燃料電池
（FCV)の開発でも組むGMとの関係を深め、次世代車での世界競争に備える。環
境規制の世界的な高まりを受け、自動車ﾒｰｶｰがEVで提携する組み合わせが固
まってきた。1回充電当たり300㍄（約480㎞）以上を目指す。

＊ｲﾝﾄﾞ　専売店8割増…ｷｬﾉﾝ「一眼」人気、20年までに
ｷｬﾉﾝはｲﾝﾄﾞで2020年までに専売店を現在より8割多い360店増やす。ｲﾝﾄﾞでは一
眼ﾚﾌｶﾒﾗが伸びており、ｶﾒﾗ選びにこだわる顧客を囲い込みやすい専売店の拡大
で販売増を狙う。ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸや写真共有ｻｲﾄ「ｲﾝｽﾀｸﾞﾗﾑ」に投稿する写真の写りの
良さを求める消費者はｲﾝﾄﾞでも増えている。ｶﾒﾗ機能が優れたｽﾏﾎが普及したこと
で、ｺﾝﾊﾟｸﾄｶﾒﾗは販売額が縮小し、一眼、ﾐﾗｰﾚｽｶﾒﾗの合計が4割伸びている。
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2018/6/13 経済 ＊ｽﾏｰﾄEV　中国から…ﾈｯﾄ企業の知恵結集
中国のEV業界で新興ﾒｰｶｰ、上海蔚来汽車（NIO)の動向が注目されている。ｲﾝﾀｰ
ﾈｯﾄｻｰﾋﾞｽ大手の騰訊控訴（ﾃﾝｾﾝﾄ）など56社・個人から2500憶円の資金を集め、
中国版「ｽﾏｰﾄEV」の開発を急いでいるためだ。ﾈｯﾄ産業の発想を生かした新たな
車づくりで、中国のEV時代の台風の目となる可能性がある。「既存ﾒｰｶｰのような
販売店は作らない」。「車の注文はｽﾏﾎから」。『ﾓﾊﾞｲﾙ＋SNS』の時代のふさわし
いｻｰﾋﾞｽを送り出す。NIOの李CEOが言い切る。

＊IT協業　米台が最接近…ｱﾏｿﾞﾝやﾏｲｸﾛｿﾌﾄ「IOT用端末増産」
米国と台湾のIT企業の協業が進化している。米ﾏｲｸﾛｿﾌﾄが台湾での開発体制を
広げるとこのほど表明した。米台の相互補完的な分業体制はﾊﾟｿｺﾝを低ｺｽﾄで世
界に普及させる手法として培われた。ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀを吸い上げるために大量の通信
端末が必要となる今、米台両陣営が最接近している。MSなどは家電の利用状況
を高齢者の見守りｻｰﾋﾞｽに生かしたり、ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞﾃﾞｰﾀに応用したりする新ｻｰﾋﾞｽ
を模索する。

＊鴻海、再び過重労働か…中国工場　ｱﾏｿﾞﾝ、是正求める
AIを搭載するｱﾏｿﾞﾝ・ﾄﾞｯﾄ・ｺﾑのｽﾋﾟｰｶｰ「ｴｺｰ」を巡り、製造を担う台湾・鴻海精密
工業の中国工場で過重労働が行われた問題が持ち上がっている。鴻海は11日、
労働環境について全面的な調査に着手しており、問題がみつかれば是正すると
の声明を出した。鴻海は17年11月にも、iPhone生産する工場で、学生の過重労働
を余儀なくされていたことが判明。

＊ﾏﾚｰｼｱ、日本と国産車…新会社の設立検討
ﾏﾚｰｼｱのﾏﾊﾃｨｰﾙ首相は11日、都内で日経のｲﾝﾀﾋﾞｭｰに応じた。産業政策の一環
として、自動車分野で「日本の力を借り、世界で通用する新たな国産車の製造会
社を立ち上げることを検討」と語った。国内政治に関しては、自身の15年ぶりの首
相再登板をもたらした民意を尊重しつつも、他民族国家の政情安定を優先するた
め「欧米型の自由な民主主義は目指さない」と言明した。ｲﾝﾌﾗ分野などで中国と
の関係見直しを模索するが「ｱﾘﾊﾞﾊﾞとの協力は継続する」と強調した。
ﾏﾚｰｼｱ国王収入1割ｶｯﾄ「巨額債務を憂慮」・・ﾑﾊﾏﾄﾞ5世国王が国の巨額債務や経
済状況を憂慮し、、2021年までの在位期間中、収入を1割削減すると発表。ﾏﾊﾃｨｰ
ﾙ首相は前政権下で政府債務が1兆ﾘﾝｷﾞ（約27兆円）超に膨張したことを問題視し
た。債務圧縮へ国民からの寄付で現在約5700万ﾘﾝｷﾞ（約16億円）が寄せられた。

＊中国新車販売　5月9.6%増…新ｴﾈ車は2倍
中国汽車工業協会は11日、5月の新車販売台数が前年同月比9.6%増228万7700
台だった。多目的ｽﾎﾟｰﾂ車（SUV)に加えｾﾀﾞﾝも好調で2ヵ月連続で10%前後の伸び
となった。大都市のｶﾞｿﾘﾝ車の販売規制を追い風にEVなど新ｴﾈﾙｷﾞｰ車の販売は
2倍になった。SUVは6.5%、ｾﾀﾞﾝが12.1%、商用車は18.6%増えた。中国独自ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ
の浙江吉利控肢集団が6割増。VWも堅調に伸びる。

＊武田、時価総額１兆円減…ｼｬｲｱｰ買収　売り膨らむ
ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞのｼｬｲｱｰの買収を決めた武田薬品工業の株価が下げ止まらない。買収
検討をした3月下旬から2割超下落し、時価総額で「1兆円」消えた。ｱｽﾃﾗｽは3月
上旬から7%上昇、中外製薬は13%上昇と、武田とは対照的な値動きだ。武田の株
価が下がり続ける理由の一つは、本業で稼げていないためだ。5日にはｱｽﾃﾗｽが
約2年ぶりに武田の時価総額を上回った。ｳｪﾊﾞｰ社長は買収により「米国に強く、
高収益のｼｬｲｱｰを吸収することで、収益力の回復と研究開発力の強化を図れるﾒ
ﾘｯﾄ」を訴える。6月28日の定時株式総会がその前哨戦となる。
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＊AI開発　ｻﾑｿﾝ急発進…脱・ﾒﾓﾘｰ「半導体を高速化・創薬にも活用」
韓国ｻﾑｿﾝ電子が人工知能（AI)の研究開発を一気に本格化する。推進役となる幹
部ﾎﾟｽﾄと海外3ヵ国の開発拠点を新設し、2020年までに技術者1千人体制とする。
AI向けに情報を高速処理する半導体や、新薬の開発につなげ、半導体ﾒﾓﾘｰに続
く新たな経営の柱を育てる。事実上のﾄｯﾌﾟ、李在鎔副会長が主導し、出遅れが指
摘されるAIで巻き返しを狙う。ｻﾑｿﾝはAIをﾃｺに企業からの受託生産事業を拡大
し、同事業で世界首位の台湾積体電路製造（TSMC)を追う。DRAM市況の先行き
にも不透明感が漂い、ﾒﾓﾘｰに依存する経営からの脱却は時間との闘いに突入。

＊中国投資・消費が減速…ｲﾝﾌﾗ建設に一服感
中国の投資と消費が振るわない。１４日発表の固定投資と社会消費品小売総額
（小売売上高）はいずれも伸び率が大幅に鈍った。銀行を迂回して資金を融通す
る「影の銀行」などへの金融規制の強化が背景にある。輸出は好調だが、米国と
の貿易摩擦で先行きは不透明。中国経済は減速傾向が強まりそうで、習近平指
導部の政策運営が注目される。減速の主因=空港や道路などｲﾝﾌﾗ建設の失速。
国家統計局の毛盛勇報道官は１４日の記者会見で「何年も20%前後の高い伸びが
続き、ｲﾝﾌﾗ需要は減退している」と語った。12年秋に発足した習指導部は構造改
革と景気配慮の間で経済政策が揺れ動いてきた。7月には年後半の経済運営方
針を決める共産党中央政治局会議が予定されている。そこで新たな方向性が示さ
れる。

＊ﾐｬﾝﾏｰ、ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ、ﾊﾟｷｽﾀﾝで低料金でｼｪｱ拡大…ﾉﾙｳｪｰのﾃﾚﾉｰﾙ
ﾉﾙｳｪｰの政府通信ﾃﾚﾉｰﾙﾐｬﾝﾏｰ、ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ、ﾊﾟｷｽﾀﾝのｱｼﾞｱ後発3ヵ国に経営
資源を集中している。ｲﾝﾄﾞ・中東欧から撤退する一方、ﾐｬﾝﾏｰなど3ヵ国の契約者
数を1億3千万人と10年で4倍に増やした。月額200円あまりの携帯電話収入を着
実に積み重ね、3ヵ国で千億円を超える営業利益を計上する。新興国の低所得者
層「ﾎﾞﾄﾑ・ｵﾌﾞ・ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ」を成長の柱とするﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙで強固な足場を築く。

＊台湾IT好調　売上高12%増…19社の5月
世界のIT景気を占う台湾の19社の2018年5月の売上高は合計額前年同月比
12.2%
だった。4ヵ月ぶりに増収率が2桁に乗った。ｽﾏﾎ関連は低調だが、ｻｰﾊﾞｰ需要が
拡大。半導体受託生産の世界最大手、台湾積体電路製造（TSCM)などの好調が
鮮明だ。ｻﾌﾟﾗｲ各社でｽﾏﾎ依存脱却に向けた取り組みが進む。

＊長江実業が買収提案…1.1兆円　豪ｶﾞｽ大手APAに
香港の不動産大手の長江実業集団などの企業連合が豪ｶﾞｽﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ大手APAの
買収を提案したことが13日、分かった。買収総額は約130憶豪㌦（1兆１千億円）に
上る可能性がある。李嘉誠氏が引退した後も、事業の多角化やｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化を加速
する。収益構造を不動産から安定したｴﾈﾙｷﾞｰ事業へのｼﾌﾄを進める。

＊中朝国境で不動産ﾌﾞｰﾑ…半島和平　期待が先行
北朝鮮と国境を接する中国・遼寧省丹東。５月末、両国を隔てる川にかかる真新
しいつり橋「新鴨緑江大橋（新橋）」のたもとに、「川が見える絶景に部屋あります」
と書かれた立て看板が表れた。上海や広東省広州などから不動産関係者が押し
寄せている。新橋は４年前に完成したが、いまだ開通してない。それでも中朝の経
済交流がすすめば、交易の大静脈になるとの期待が高まる。丹東は中朝交易の
７割を占め、北朝鮮労働者を雇う工場、ﾚｽﾄﾗﾝも点在する。中朝関係は地元経済
を常に翻弄する。瞬く間に起きた不動産ﾌﾞｰﾑ、そんなｼﾅﾘｵも悲観的過ぎるとは言
えない。
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＊中国・百度の自動運転連合…ﾎﾝﾀﾞ参加、日本車で初
ﾎﾝﾀﾞが中国のｲﾝﾀｰﾈｯﾄ検索大手、百度（ﾊﾞｲﾄﾞｩ）が進める自動運転の開発連合に
参加したことが14日、分かった。日本車ﾒｰｶｰが同連合に加わるのは初めて。中国
では政府主導で自動運転やAIなどの技術開発を後押ししている。ﾎﾝﾀﾞは同連合
への参画を通じて中国ﾒｰｶｰとの関係を強化し、同国での自動運転車の実用化を
急ぐﾎﾝﾀﾞは15年から高機能なｶｰﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝｼｽﾃﾑを実用化してきた。こうした技術
の蓄積を生かし、アポロ計画（政府から次世代のAI新興で重要ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)を通じて
高精度なﾃﾞｼﾞﾀﾙ地図を作り、自動運転車に役立てる。

＊ﾍﾞﾄﾅﾑ小売り　外資殺到…零細店多く出店余地
環太平洋経済連携協定（TPP)などに合わせた流通業の規制緩和が進むﾍﾞﾄﾅﾑ
で、日本や韓国、ﾀｲから外資勢が雪崩を打って進出している。1千～数千店のｺﾝ
ﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱなど大量出店計画を相次いで打ち出している。ﾍﾞﾄﾅﾑは1億人近い人
口を抱え、中間所得層も拡大。一方で中小零細店が多く、地元勢も含めた大手の
出店余地は大きい。産業発展狙い市場開放・・社会主義国ﾍﾞﾄﾅﾑは閉鎖的なｲﾒｰ
ｼﾞがあるが、自由貿易協定（FTA)や経済連携協定（EPA)により積極的に市場開放
を進めている。

＊ｲﾝﾄﾞのIOT化に照準…NEC・次世代の都市整備、ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ・ｽﾏﾎで安否
日本の電機・情報各社がｲﾝﾄﾞであらゆるﾓﾉがﾈｯﾄにつながるIOT事業に相次ぎ乗
り出す。NECは現地発の研究所を設け、次世代都市「ｽﾏｰﾄｼﾃｨｰ」を整備。ﾊﾟﾅｿﾆｯ
ｸはｽﾏﾎを使う子供の安否確認ｻｰﾋﾞｽを始める。ｲﾝﾄﾞは社会ｲﾝﾌﾗが未整備な一
方、国を挙げて行政ｻｰﾋﾞｽなどのIOT化を進めており、商機が広がると判断した。ｲ
ﾝﾄﾞは交通渋滞や大気汚染、物流の遅延、犯罪といった社会問題が多く、IOT技術
を駆使した社会ｲﾝﾌﾗの整備を急いでいる。米IT大手ではｱﾏｿﾞﾝ・ﾄﾞｯﾄ･ｺﾑやﾏｲｸﾛｿ
ﾌﾄがﾊﾞﾝｶﾞﾛｰﾙ（ｲﾝﾄﾞのｼﾘｺﾉﾊﾞﾚｰ）に進出。AIやIOTなど先端技術ｎ開発に取る組
んでいる。日本勢は出遅れが目立ち、どこまで存在感が示せるかが課題。

＊ZTE、1.2兆円融資枠…中国大手2行に要請計画
中興通訊（ZTE）は13日夜、中国の2つの大手国有銀行に計役1兆２千億円規模の
融資枠設定を求める計画を公表した。資金繰りが苦しくなると予想されたため。
ZTEに対する米国の制裁は、７日に米中が合意して解除が決まった。同社が米国
に払う最大14憶㌦の罰金を支払うことなどが条件だ。制裁で停止した工場の人件
費、販売低迷が確実なため、今期は1兆円近い巨額損失が見込まれる。

＊「高アﾙ」ﾋﾞｰﾙ　節約志向つかめ…ｱｻﾋ新商品・ｻﾝﾄﾘｰ増産
ﾋﾞｰﾙ大手がｱﾙｺｰﾙ度数が高めのﾋﾞｰﾙ系飲料「高アﾙ」ﾋﾞｰﾙに注力している。新製
品の発表や増産が相次ぐ。消費者の節約志向が根強い中、手軽に酔いたいとい
う需要を取り込む。「高ｱﾙ」で市場活性化に成功した缶ﾁｭｰﾊｲの”二匹目のどじょ
う”を狙うが、2本買ってもらえるところが1本で済まされるかもしれないとのｼﾞﾚﾝﾏも
抱える。「景気に先行き不透明感があるなか、ｺｽﾄﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽが良い高アﾙが注目
されている」。ｱｻﾋﾋﾞｰﾙの黒木誠也常務は15日、第三のﾋﾞｰﾙ「ｸﾘｱｱｻﾋ　ｸﾘｱｾﾌﾞﾝ」
を発表し、自信を見せた。ｻｯﾎﾟﾛﾋﾞｰﾙは6月5日に発売した第三のﾋﾞｰﾙ「LEVEL９
贅沢ｽﾄﾛﾝｸﾞ」の度数は9度だ。好調を受けて、ｻﾝﾄﾘｰは「頂」ｼﾘｰｽﾞの生産量を1～
7月に前年同期の2.5倍に増やす。ｷﾘﾝは5～6月に6%の第三ﾋﾞｰﾙ「本麒麟」の生産
量を当初計画の2倍にした。「1本で酔う」販売減も懸念。

＊中国、ｱﾌﾘｶ「制覇」へ攻勢…経済力武器に米けん制
中国がｱﾌﾘｶで影響力の拡大に動いている。9月に北京で開く「中国ｱﾌﾘｶ協力ﾌｫｰ
ﾗﾑ」の首脳会合を睨み、この地域と台湾の関係を完全に絶ち切ろうと外交攻勢を
かける。経済を武器にｱﾌﾘｶを自陣に組み込み、貿易や安全保障で対中圧力を強
める米国との競争を有利に進める思惑がにじむ。強権手法に共鳴・・ｼﾞﾝﾊﾞﾌﾞｴのﾑ
ﾅﾝｶﾞｸﾞﾜ大統領が中国共産党の指導指針である「習近平思想」を高く評価したうえ
で、「「特色ある社会主義を発展させたい」と表明。



2018/6/19 経済

2019/6/19 東南ｱｼﾞｱ

2018/6/19 経済

2018/6/19 医薬

2018/6/19 経済

＊東南ｱｼﾞｱにｲﾝﾌﾗ基金…ﾀｲなど5ヵ国「経済回廊」の整備加速
東南ｱｼﾞｱのﾒｺﾝ川流域5ヵ国は2019年にもｲﾝﾌﾗ整備に充てるﾌｧﾝﾄﾞを設立する。
地域を挙げて資金を持ち寄り「経済回廊」と呼ぶ国際幹線道路の整備などを加速
する。主導するﾀｲがまず数十億円を供出する見込み。中国が「一帯一路」で影響
力を強める中、域内最貧国のﾗｵｽやｶﾝﾎﾞｼﾞｱの中国依存に歯止めをかける思惑も
あるとみられる。ﾀｲ、ﾗｵｽ、ｶﾝﾋﾞｼﾞｱ、ﾐｬﾝﾏｰ、ﾍﾞﾄﾅﾑで作る「ACMECS（ｲﾗﾜｼﾞ・ﾁｬｵ
ﾌﾟﾗﾔ･ﾒｺﾝ経済協力戦略会議）」が16日開いた首脳会議でﾀｲがﾌｧﾝﾄﾞ設立を提案し
た。「過度な経済依存は政治的自由を奪う」（ﾀﾏｻｰﾄ大学のﾌﾟﾗﾊﾟｰﾄ教授）。また、
「経済的に自立したい意思を対外的に示す」ことで資金調達の選択肢を増やす。
5ヵ国のｲﾝﾌﾗ開発の連携を強める狙いもある。

＊「水増し」ひそかに修正？…中国の経済統計に不自然な動きーー
中国の経済統計に異変が相次いでいる。地方の水増しだけでなく、国の統計にも
不自然な数値が見られる。全国31地区をみると、吉林、雲南、青島、河北、内ﾓﾝｺﾞ
ﾙの5地区は実質成長率が名目成長率を上回った。吉林や内ﾓﾝｺﾞﾙは名目成長率
がﾏｲﾅｽ。物価が上昇しているのに不自然だ。恐らく真相はこうだ。18年から実態
に近い域内総生産を出し始めたが、17年までに水増しした数値は維持したまま。
だから名目の成長率が実質を下まわる。ひそかに水増しを正しているようだ。
中国の統計は経済が不調になると実態や実感とずれやすい。「人民元ｼｮｯｸ」が起
きた15年は貿易や生産が落ちたのに成長率が安定していた。相次ぐ統計の異変
は経済の下押し圧力の高まりを映している可能性がある。信頼できない統計から
中国経済の実態をどうとらえるか。古くて新しい問題だ。

＊ｵﾎﾟｼﾞｰﾎﾟ　中国当局承認…小野薬品
小野薬品工業などは18日、中国でがん免疫薬「ｵﾎﾟｼﾞｰﾎﾟ」が非細胞肺がんの治
療薬として承認を得たと発表した。今回承認を得たことで、既存の治療方法が効
かない患者に対して第二の選択肢として投薬できるようになる。中国では毎年78
万人以上が肺がんと診断され、最も発症率と死亡率が高い。効率的な治療薬の
導入が急がれていた。BMSによると中国では1日に7500人ががんで死亡してい
る。

＊中国M&A　阻止の動き…先端技術の流出懸念
中国企業による海外M&Aの阻止へ、米欧日が政府関与を強めている。米国は政
府機関の審査を厳格化し、欧州は統一規制をめざす。日本も含めて国際協力の
枠組みの議論も始まった。先端技術を持つ企業の買収は国家間の覇権争いに影
響を与えかねない。中国市場には不公平な商習慣が残るとして、米欧側は強硬策
に傾斜しがちだ。米中貿易摩擦が激しくなる一方で、投資の領域でも技術覇権を
めぐる「ﾃﾞｼﾞﾀﾙ冷戦」が始まっている。
問題の根底には中国市場の閉鎖性がある。外資企業の進出を制限し、先端技術
の移転を強要するといった動きがある。「競争が公正さを欠いている」との不満を
米欧は募らせており、「中国の市場開放」への要求も強まる可能性がある。

＊京東、王者ｱﾘﾊﾞﾊﾞ猛追…創業記念ｾｰﾙ・「独身の日」と同規模
中国の電子商取引（EC)市場でｱﾘﾊﾞﾊﾞ集団の一強独占に待ったをかけようと、2位
の京東集団（JDﾄﾞｯﾄｺﾑ)が追い上げを見せている。18日の創業記念日に合わせた
大規模商戦では取引額が途中段階で2兆5千億円近くに達し、昨年の「独身の日」
のｱﾘﾊﾞﾊﾞに近づいた。仕入れや物流を自前で手掛け、配達時間の厳守や新技術
の導入で強みを発揮しており、王者ｱﾘﾊﾞﾊﾞを焦らせている。ｱﾘﾊﾞﾊﾞのｼｪｱは17年
53%。5年前の12年から変化なし。一方、京東は5年間で22%から33%に高まった。
17年12月期決算は最終損益が1億5千万元（25億円）の赤字（前の期は38億元の
赤字）だった。18年12月期は黒字化を見込み、先行投資が実を結びつつある。「自
前主義の京東は宅配の質が高く、消費者からも支持されている。出店料や広告で
収入を得るｱﾘﾊﾞﾊﾞより本格的なﾈｯﾄ通販会社を目指している」と評価されている。
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＊損保　東南ｱに商機…東京海上、大手を買収「欧米勢と市場争奪」
東南ｱｼﾞｱの「損害「保険市場で、日本や欧米など外資による欧米など外資による
M&Aが相次ぐ。東京海上HDがﾀｲ損保大手の買収を決め、事業規模は域内2位に
浮上。首位のMS&ADｲﾝｼｭｱﾗﾝｽｸﾞﾙｰﾌﾟHDを追う。人口減など日本の市場縮小が
見込まれる中、国内の損保はｱｼﾞｱの成長を取込（15～20年の平均成長率各国約
7%～10%と予測、米欧は2%台）、海外市場の開拓を急ぐ。
●ASEANの損保会社の事業規模
　①MS&AD（三井G＋住友G＋他）　保険料収入1800憶円、
　新②東京海上＋ﾀｲ損保大手　収入1280、
　現②仏ｱｸｻ　収入1020、③東京海上HD　収入970、④ﾁｬﾌﾞ（ｽｲｽ）　収入910、
　⑤独ｱﾘｱﾝﾂ　収入880、⑥米AIG　収入850
　
＊ﾀﾞｲｷﾝが空調の新工場…IOTで納期6割短く
ﾀﾞｲｷﾝ工業は堺市でﾌﾞﾙ用の空調設備の新工場を稼働させたと発表した。国内の
新工場は25年ぶり。あらゆるﾓﾉがﾈｯﾄにつながる「IOT」技術を使い、生産ﾗｲﾝに取
り付けたｾﾝｻｰで1台ごとの生産状況を把握。顧客の使用に応じた常駐生産品の
納期を6割短くする。付加価値の高い製品を効率的につくる体制を整える。冷暖房
の効率が高い新型の熱交換器を搭載するﾋﾞﾙ用の空調設備を国内向けに年間6
万台生産。組み立ての各工程で作業者やﾛﾎﾞｯﾄに指示を出し、作業ﾐｽを防ぐため
にﾊﾟﾚｯﾄにICﾀｸﾞを取り付けて、作業ﾐｽを防ぐ。

＊ﾄﾗﾝﾌﾟ氏、もろ刃の強硬策…中国反発　ﾁｷﾝﾚｰｽに
ﾄﾗﾝﾌﾟ米大統領は18日、中国への制裁措置を拡大し、さらに2千億㌦（約22兆円）
分の中国製品に10%の追加関税を課す検討に入った。中国側もすぐさま報復措置
を表明したが、米政権はﾊｲﾃｸ機器の対中輸出規制まで視野にいれる。ﾄﾗﾝﾌﾟ氏
の強気の姿勢を背景に、米中のﾁｷﾝﾚｰｽが過熱しつつある。「切り札は禁輸」・・中
国の産業政策「中国製造2025」は半導体の内製化を掲げるが、その製造装置は
米国製が高いｼｪｱを占める。実際、米商務省の制裁で米企業から部材調達ができ
なくなった中興通訊（ZTE）はすぐに経営危機に陥った。

＊水処理　収益力が低下…電力事業不振　追い打ち
資金繰りが悪化したｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ水処理大手ﾊｲﾌﾗｯｸｽは19日、同国高等裁判所から
6ヵ月間の債務返済猶予を認める決定を受けた。水の時給を目指す都市国家ｼﾝ
ｶﾞﾎﾟｰﾙを代表する新興企業だが、建設を請け負った水処理施設を売却できずに
収益力が低下したところに、新規参入した電力事業の誤算が追い打ちとなった。
「ｱｼﾞｱ版水ﾒｼﾞｬｰ」を目指してきた同社が半年で経営危機から立ち直れるのか不
透明だ。
水ﾋﾞｼﾞﾈｽ　市場は成長・・水関連ﾋﾞｼﾞﾈｽの世界市場は2020年には15年より2割多
い100兆円に達する見通し。成長が続いている。今回のﾊｲﾌﾗｯｸｽの経営危機には
国際展開を急ぎ過ぎたという側面がる。

＊W杯広告費　中国が世界一
ﾃﾚﾋﾞ観戦した視聴者は漢字を使った中国企業の広告が目に入ったはずだ。W杯
期間中に中国企業が投じる広告支出総額は約900憶円で世界１位とされ、最高指
導部が旗を振る海外進出にｱｸｾﾙを踏む。家電大手の海信集団（ﾊｲｾﾝｽ）と、
VIVO（ﾋﾞﾎﾞ）ﾌﾞﾗﾝﾄﾞでｽﾏﾎなどを手掛けており、世界での知名度向上が狙いとされ
る。国際ｻｯｶｰ連盟（FIFA)と結ぶｽﾎﾟﾝｻｰ契約は、FIFAの活動全般を支援する
「FIFAﾊﾟｰﾄﾅｰ」が最も格上で、次に「FIFAﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟｽﾎﾟﾝｻｰ」。これらのｽﾎﾟﾝｻｰ契
約を交わした企業は世界で12社しかない。そのうち4社が中国企業だ。

＊ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ2号店開業…ｲｵﾝ、大型遊戯で集客
ｲｵﾝは20日、ｶﾝﾎﾞｼﾞｱの首都ﾌﾞﾉﾝﾍﾟﾝに2号店となるﾓｰﾙを開業した。敷地面積10
万平方㍍、延べ床面積18万平方㍍と東南ｱｼﾞｱのｲｵﾝﾓｰﾙで最大。室内遊園地、
本格的なﾌﾟｰﾙなど「ｺﾄ消費」を充実。年間1400万人の集客見込む。ｲｵﾝﾓｰﾙの千
葉誠一専務は「ｶﾝﾎﾞｼﾞｱの成長速度に遅れてはいけない、3号店を早急に検討し
たい」と話した。ﾐｬﾝﾏｰは検討中。
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＊中国　膨らむ債務不履行…海外投資家にも影響
中国企業が発行する債券の元利が滞る債務不履行が相次いでいる。1～6月の不
履行額（円換算）は計4千億円を超え、前年同期の推計（2950憶円）より4割前後増
えそうだ。主に海外投資家が購入するﾄﾞﾙ建て債でも不履行が発生。背景には政
府が過剰債務を解消するために進めてきた金融引き締めがある。過度な不履行
は金融収縮を招きかねず、当局は車載市場の下支えなど、引き締め策の修正に
乗り出した。人民銀、社債市場下支え・・6月初め、商業銀行への資金供給の担保
と認める社債の範囲を大幅に拡大。「ｼｬﾄﾞｰﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ」規制の強化による企業や銀
行の資金繰り逼迫を和らげる狙いだ。

＊中国環境規制　素材追い風…電炉向けや塩ビ　価格急騰
中国の環境規制がもたらす特需が素材業界で生まれている。石炭離れで大気汚
染を改善させたい当局の規制で、製鉄用部材やﾌﾟﾗｽﾁｯｸの価格が急騰。関連す
る日本ﾒｰｶｰの業績が伸びている。一時的な「中国ﾊﾞﾌﾞﾙ」ではなく、構造変化が起
きてるようだ。昭和電工の鉄くずを溶かして粗鋼作る電炉の熱源になる「黒鉛電
極」。2018年の連結営業利益は前年度の1.8倍を見込む。粗悪な鉄材「地条鋼」の
生産業者を一掃。電炉への転向を促したためだ。水道管などに使う塩化ﾋﾞﾆｰﾙは
中国が世界消費量の半分超の当たる生産能力を持ち、ｱｼﾞｱに安価な製品を輸
出。従来の製法は大気汚染の為、設備稼働を止めていた。日本はその穴を埋め
て稼いでいる。17年度最高益を更新した東ソーは塩ビなど「ｸﾛﾙ・ｱﾙｶﾘ事業」が営
業利益の半分を稼ぐ。素材産業が新秩序への転換点に差し掛かっている。中国
が「経済より環境」の姿勢にｶｼﾞを切った。

＊ﾀｲで民泊規制強まる…ｴｱﾋﾞｰなど　仲介に打撃
ﾀｲの裁判所は先ごろ、同国南部のﾎｱｷﾝのｺﾝﾄﾞﾐﾆｱﾑに対し、ｴｱﾋﾞｰ経由で1日あ
るいは週単位で民泊を提供することは違法と判決した。民泊の家主はﾀｲの「2004
年ﾎﾃﾙ法」に基づくﾎﾃﾙ認可を得ておらず、30日以上の賃貸のみが合法と結論を
つけた。人気のｴｱﾋﾞｰに反対する業者に言わせれば、家主に短期賃貸を奨励する
結果になり為、施設の質を悪化させる。しかし、家主は空室対策との板挟みの状
態。

＊ｱﾘﾊﾞﾊﾞと協業　ﾃﾞｼﾞﾀﾙ店舗…購買履歴を見て接客
ｶｼﾞｭｱﾙ衣料大手のｽﾄﾗｲﾌﾟｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ（岡山市）は中国で10月にも、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ通
販大手のｱﾘﾊﾞﾊﾞ集団と、ﾈｯﾄと店舗の顧客ﾃﾞｰﾀを組み合わせで使う「ｽﾏｰﾄｽﾄｱ」
を開く。商品が1日に何度手に取られたかがわかるﾊﾝｶﾞｰを活用する。ｱﾘﾊﾞﾊﾞの馬
雲会長は次世代の小売事業として、ﾈｯﾄとﾘｱﾙを融合させた「ﾆｭｰﾘﾃｰﾙ（新小売
り）」を提唱している。10月にも、中国北部の黒竜江省ﾊﾙﾋﾞﾝなどが出店候補の都
市になっている。

＊ｽﾏｰﾄ自販機　中国で普及へ…低ｺｽﾄ、ｺﾝﾋﾞﾆに挑む
中国で顔・静脈認証など最新のITを駆使した「ｽﾏｰﾄ自動販売機」が普及の兆しを
見せている。ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱと違って、人件費や賃料がかからない。上海市のﾃﾞｨﾌﾟ
ﾌﾞﾙｰﾃｸﾉﾛｼﾞｰ（深蘭科技）などが開発を主導、同社は2万台の実績がある。

＊陰る太陽光　消えた中国勢…国内市場縮小、見本市活気なく
太陽光発電の国内最大級の見本市「PV　Japan」が20日、横浜市内で開幕した。
世界で再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰの利用が広がっているのとは裏腹に、見本市は盛り上が
りに欠ける。国内市場の縮小を背景に、太陽光ﾊﾟﾈﾙ世界最大手のｼﾞﾝｺｿｰﾗｰ、通
信機器のﾌｧｰｳｪｲの中国2社は今年から出店を取りやめた。米ﾃｽﾗｰも出展を取り
やめ、出展企業数は1割減った。背景にあるのが、国内市場の縮小だ。大規模太
陽光発電施設が一巡、太陽光発電の投資のうま味が薄れた。国内出荷量は17年
度まで3年連続減少。中国勢の増産投資を繰り返し、値崩れを招き、参入ﾒｰｶｰが
軒並み赤字と言う「利益なき繁忙」が続く。活路は住宅向けの分野だが、需要は小
さい。
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＊液晶ﾊﾟﾈﾙ「価格ﾃﾚﾋﾞ向け、下落幅が拡大」…中国量産で供給過剰
ﾃﾚﾋﾞ向け大型液晶ﾊﾟﾈﾙ価格の下落幅が拡大している。指標品の5月の大口価格
は、前月と比べ4～11%安くなった。中国のﾊﾟﾈﾙﾒｰｶｰの量産が主因。世界的なﾃﾚ
ﾋﾞ需要の伸び悩みも受け、液晶ﾊﾟﾈﾙがだぶついている。米中の貿易摩擦を警戒
してﾃﾚﾋﾞﾒｰｶｰがﾊﾟﾈﾙ調達を抑える動きも響いた。液晶ﾃﾚﾋﾞの店頭での値下がり
につながりそうだ。市場では「ﾊﾟﾈﾙﾒｰｶｰの採算悪化し、生産調整する」。需要は伸
び悩む。買い替え需要が既に一服。米中貿易摩擦もﾊﾟﾈﾙ市況に響いた。

＊中国、景気配慮に傾斜…銀行貸し出し余地拡大
中国が経済政策の軸足を構造改革から景気配慮に移しつつある。中国人民銀行
が24日に決めた金融緩和措置では、増えた手元資金を債務の株式化に回すよう
大手銀行に求めた。大手17行が手にする5千億元に外部調達の5千億元超を加
え、計1兆元超の株式化を促した。四半期ごとに状況を点検する。企業は借金が
減って自己資本が厚くなる。銀行も債権が株式に振り替わり、不良債権の比率が
下げられた。構造改革か、景気配慮に全面的に方向転換するのか、7月の決ま
る。

＊中国美団、香港取引所上場申請へ…ﾕﾆｺｰﾝ　6600憶円調達を目指す
中国の生活関連ｻｲﾄを運営する美談点評は香港取引所に株式上場を申請する方
針だ。香港ﾒﾃﾞｨｱによると60憶㌦（6600憶円）規模の調達を目指す。中国の有力な
未上場企業の上場が広がった。いまや中国の若者のほとんどが美談のｻｰﾋﾞﾞｽを
利用し、生活ｲﾝﾌﾗの一部になっている。

＊ｱｼﾞｱ投資銀が年次総会（25～26日）…ｲﾝﾄﾞで開催「脱・中国」前面
中国が主導する国際開発金融機関、ｱｼﾞｱｲﾝﾌﾗ投資銀行（AIIB)にﾑﾝﾊﾞｲで第3回
年次総会を開く。ｲﾝﾄﾞはAIIBへの出資額が中国に次ぐ2番目の規模で、投資先とし
ても存在感は大きい。2016年1月に開業したが、中国の影響力を危ぶむ声は根強
い。融資先も偏りがない。融資の審査はむしろ慎重だ。今回の総会は北京、韓国
と東ｱｼﾞｱで開いてきたが、世界に「脱・中国」の印象をｱﾋﾟｰﾙする狙いもありそう
だ。加盟国も着実に増えている。5月にﾊﾟﾌﾟｱﾆｭｰｷﾞﾆｱとｹﾆｱが加盟し、計86ヵ国・
地域になった。最大の課題は専門人材の不足だ。従業員は現時点で86人に留ま
る。ｱｼﾞｱ開発銀行の3千人超のｱｼﾞｱ開発銀行（ADB）とはくらべものにならない。

＊貿易摩擦　市場に重荷…供給網集中　ｱｼﾞｱ飛び火
米国発の貿易摩擦が世界の景気を押し下げるとの懸念が市場で一段と強まって
きた。ECが22日、米国の鉄鋼・ｱﾙﾐﾆｳﾑの輸入制限への対抗関税を発動し、報復
措置の応酬が現実のものになってきたためだ。関税の引き上げ合戦で安価な輸
入品の入手が難しくなれば、企業業績や個人消費に悪影響が及ぶ。電子部品な
どのｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝが集中するｱｼﾞｱ市場にも売りは波及している。みずほ総合研究
所によると、中国で組み立てられて米国に輸出される製品のうち、日本や韓国、台
湾など中国以外で生産する部品はおよそ3分の１を占める。

＊鴻海「過重労働」火種に…次の成長戦略　急務
台湾の鴻海精密工業は22日、定時株主総会を開いた。英機関投資家が中国工場
での過重労働問題うを巡り、郭台銘（ﾃﾘｰ･ｺﾞｳ）董事長に質問する場面があった。
ｽﾏﾎ需要の減速で受託生産ｻｰﾋﾞｽが伸び悩み、株価低迷を投資家も気にかけて
いる。成長力を取り戻せるかは、参加のｼｬｰﾌﾟの命運も左右する。

＊ﾌｧﾝﾄﾞ、ｱｼﾞｱで攻勢…米中摩擦が波乱要因に
世界の投資ﾌｧﾝﾄﾞがｱｼﾞｱで攻勢をかけている。2018年の投資額は通年で過去最
高だった。。17年に匹敵するﾍﾟｰｽだ。ｶﾈ余りを大型ﾌｧﾝﾄﾞの立ち上げにつなげ、中
国のﾊｲﾃｸやｲﾝﾄﾞのｲﾝﾌﾗ企業に食指を動かす。飽和感のある米欧を避けてｱｼﾞｱ
で高収益を狙う構図だが、足元では米中の貿易摩擦への懸念も浮上している。
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＊対ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ　陰る蜜月…ﾏﾚｰｼｱ、関連事業修正
ﾏﾚｰｼｱと隣国ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙの関係にさざ波が立ち始めている。ﾏﾊﾃｨｰﾙ首相が「ｼﾝｶﾞ
ﾎﾟｰﾙへの水の供給価格はばかばかしいほど安い」と述べた。2061年まで続く長期
契約の見直しを求めた発言だ。ﾏﾚｰｼｱには厳しい財政事情がある。ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙと
ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙを結ぶ高速鉄道も、多額のお金がかかると中止。2国間に意見の相違
があるたびにﾏﾚｰｼｱは水の供給を断つと脅してきた。ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙが国軍を設立した
理由の一つにﾏﾚｰｼｱの強硬姿勢があったと明かす。下水の再処理や海水の淡水
化技術を磨いてきたが、完全な自給は達成できていない。

＊韓国で480憶円投資検討…台湾ｳｴﾊｰ大手　半導体需要増で
ｼﾘｺﾝｳｴﾊｰ世界3位、台湾の環球晶円（ｸﾞﾛ-ﾊﾞﾙｳｪｰﾊｽﾞが韓国で総額4800憶㌆
（約480憶円）規模とされる大型投資を検討している。AIやｻｰﾊﾞｰ向けなどで半導
体需要が膨らみ、素材となるｳｴﾊｰの需給が逼迫。20年までのｳｴﾊｰ受注がほぼ
埋まっていると発言。

＊断食月、食品販売が急増…ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ　消費回復
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱで消費者信頼感のﾚﾍﾞﾙの上昇を助ける状況が生まれている。それは
（2018年のｲｽﾗﾑ教の断食月にあたる）5月から6月の加工食品や消費者の口に入
る最終食品、飲料の販売が通常よりも20%増加したことに表れている。伸び率は昨
年の断食月を上回った。5月と6月は20%増だったようだ（昨年は5%）。ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞﾓｰﾙ
のﾃﾅﾝﾄで作る業界も売上高が10%～15%伸びたようだ。

＊万達、映画事業を集約…政策・施設運営で相乗効果
中国の不動産大手大連万達集団は映画事業を集約する。傘下の映画館ﾁｪｰﾝ会
社が、ｸﾞﾙｰﾌﾟの製作会社の株式交換方式などで取得する。中国の映画事業は成
長が続くが、集客は米ﾊﾘｳｯﾄﾞ作品頼みだ。映画館事業でつかめる観客のﾆｰｽﾞな
どを製作事業に生かし、競争力強化を狙う。昨年上映された中国映画は約千にの
ぼるが、興収に占める比率は5割にとどまった。

＊ﾐｬﾝﾏｰに生鮮供給網…都市化対応、輸出も視野
東南ｱｼﾞｱの後発国ﾐｬﾝﾏｰで生鮮食品を都市に届ける供給網作りが始まった地元
財閥ﾀﾞｺﾞﾝ・ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙは近代的な青果卸売市場（ﾀﾞｺﾞﾝは東京都の大田区やﾊﾞﾝ
ｺｸの青果市場ﾓﾃﾞﾙにした）を設け、食品加工専用の工業団地も整備する。小売り
最大手ｼﾃｨﾏｰﾄと双日は果物の低温輸送を開始した。ﾔﾝｺﾞﾝ周辺で急速な都市化
が進み、生鮮食品の需要が増加。農業国ﾐｬﾝﾏｰからの輸出拡大を狙う。
東南ア、広がる越境物流網・・東南ｱｼﾞｱでは国境を越える物流網作りも進む。食
品や工業製品の輸出でﾐｬﾝﾏｰに先行したﾀｲなどは陸路を使って域内外へ輸送時
間短縮。ﾀｲのﾄﾞﾘｱﾝは人気が高い上海や北京へ向かう。国境をまたぐ道路網の製
備や低温輸送などでｽﾋﾟｰﾄ化している

＊中国、大豆で対米けん制…5ヵ国からの関税ｾﾞﾛに
中国ﾒﾃﾞｨｱは26日、ｲﾝﾄﾞ、韓国、ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ、ﾗｵｽ、ｽﾘﾗﾝｶから輸入する関税を3%
からｾﾞﾛにすると唐突に伝えた。ただ、実際には改定済みの自由貿易協定の沿っ
た既定の措置。秋の中間選挙をにらみ、ﾄﾗﾝﾌﾟ米大統領の票田である農業州を揺
さぶる狙いだ。日本の農林水産省がまとめた資料によると、ｲﾝﾄﾞは大豆を輸出に
回す余力はない。韓国など他の国も大豆の主要生産国とは言い難い。輸入量が
減っても対応可能と国内向けにｱﾋﾟｰﾙしたい思惑がある。世界最大の消費国であ
る中国は消費量の9割を輸入に頼り、米国産大豆は消費量の2割～3割を占める。
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＊ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ　水自給へ着々…新淡水化施設が稼働
28日、国内で3番目の海水淡水化施設が開業した。淡水化と下水再生の施設の
併用でｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙの水の自給率は70%まで高まった。ﾏﾚｰｼｱの政権交代で両国関
係の先行きが見通しづらくなるなか、供給不安が起こらなくならないように備えを
強化する。淡水化の能力で30%、RO膜技術で下水を飲み水に再生する施設で40%
の水を作り出している。

＊中国、禁輸拒否の構え…ｲﾗﾝ原油　対米摩擦、新たな火種
ﾄﾗﾝﾌﾟ米政権が11月4日までにｲﾗﾝ産原油を禁輸するよう各国に要請した。従わな
い国の金融機関には基軸通貨㌦決済ｼｽﾃﾑから排除する考えもちらつかせる。ｲﾗ
ﾝに接近する中国は禁輸を拒絶する構えだ。ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領は欧米など6ヵ国とｲﾗﾝ
が2015年に結んだ核合意からの離脱を表明した。ｲﾗﾝへの制裁再開も発表した。
その柱がｲﾗﾝ原油の禁輸だ。「ｲﾗﾝは友好国であり、ｴﾈﾙｷﾞｰ協力を含め、非難さ
れるいわれはない」。中国外務省は言い切った。米中の新たな火種になる。

＊中国有機EL　ｻﾑｿﾝ追う…ｽﾏﾎ向け　量産急ぐ
中国ﾒｰｶｰがｽﾏﾎ向け有機ELﾊﾟﾈﾙの大量生産に乗り出す。中国で唯一安定した
量産実績を持つ維信諾顕示技術（ﾋﾞｼﾞｮﾉｯｸｽ）が河北省で最先端工場を5月に稼
働した。液晶ﾊﾟﾈﾙ世界大手の京東方科技集団（BOE)など1ｶ所で投資額が5000憶
円前後に達する工場が今後3年間で10ヵ所立ち上がる。ｽﾏﾎ向け有機ELﾊﾟﾈﾙで9
割のｼｪｱを握る韓国ｻﾑｽﾝ電子の背中を中国勢が一斉に追う。
〇供給過剰の恐れ・・「iPhoneX」の販売不振により、液晶から有機ELへの転換は
足踏みしている。有機ELの需要は想定を下回る。中国勢の新工場稼働もあり、早
くも供給過剰の懸念がくすぶる。曲面化が、車載などの用途に拡大できるか、が
普及のｶｷﾞを握る。

＊ZTE、全経営陣交代…株主総会で決定
中国通信機器大手の中興通訊（ZTE)は29日、広東省深圳市の本社で株主総会を
開き、現経営陣14人を総退陣させ、新たな経営ﾒﾝﾊﾞｰとなる8人を決定した。米国
からの制裁の解除条件として、経営陣の総退陣が盛り込まれていた。今後、米国
がいつ制裁を正式解除するかが焦点となる。今月8日にようやく制裁解除に向け、
条件付きで両国が合意し、停止していた株取引も約2ヵ月ぶりに再開した。しかし、
経営の先行きが不透明な為、株は暴落した。

＊ﾘｯﾎﾟｰ　中国・ﾃﾝｾﾝﾄに出資…48億円　電子決済を研究
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ大手財閥ﾘｯﾎﾟｰ・ｸﾞﾙｰﾌﾟは、中国ﾈｯﾄｻｰﾋﾞｽ大手の騰訊控肢（ﾃﾝｾﾝﾄ）に
出資した。同社の株・債権を6280憶ﾙﾋﾞｱ（約48憶円）で取得した。ﾘｯﾎﾟｰは近年、
電子ﾏﾈｰなどﾃﾞｼﾞﾀﾙ事業を強化しており、ﾃﾝｾﾝﾄへの出資で戦略を加速する。同
社への出資でﾉｳﾊｳを吸収する狙いがある。

＊車載電池生産能力4倍へ…外販を本格化　CATL追う
電気自動車（EV）など新ｴﾈﾙｷﾞｰ車中国最大手の比亜迪（BYD）は27日、青海省西
寧市で車載用のﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池の新工場を稼働したと発表した。ﾘﾁｳﾑ原料を含め
て電池分野に3千億円以上を投じ、2020年に車載電池の年産能力を現状の4倍近
くに引き上げる。自社以外の自動車ﾒｰｶｰへの外部販売も本格的にはじめ、車載
電池世界最大手の寧徳時代新能源科技（CATL)を追い上げる。
ﾘﾁｳﾑ資源を争奪・・EV向けの需要も伸びるため、価格は長期的に上昇する可能
性がある。実際、炭酸ﾘﾁｳﾑの国際価格は最近3年間で2.3倍となった。各地で資源
確保に向けた動きが活発になる。「安価で高品質な南米産の争奪が激しくなる」。

＊金融外資規制　21年全廃…中国、証券・生保人屋で明記
中国政府は28日夜、外資企業が中国で投資できない事業や投資に制限を受ける
事業の一覧表を公表した。毎年公表しており、禁止が制限される項目の数は2017
年の63から18年は48に減った。証券、生命保険、商品先物の金融事業は7月28日
から外資の過半出資を認め、21年に出資規制を全廃すると明記した。目玉は金融
事業の開放。銀行業では中国資本の銀行に計25%以上出資できない規制をなく
す。
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2018/6/30 南ｱｼﾞｱ
（ｲﾝﾄﾞ等）

＊鴻海、米中に同時接近…IT覇権争い　利用し存在感
台湾の鴻海精密工業が、米中のﾊｲﾃｸ分野での主導権争いを好機に双方への接
近を図っている。中国で液晶ﾊﾟﾈﾙ工場に1兆円規模を投資する一方、米国でも同
規模の工場を着工した。世界最大のIT製造業である鴻海の投資を呼び込みたい
米中の思惑を見透かし、存在感の拡大を狙う。

＊JSW、印・米で鉄鋼増産…ｲﾝﾄﾞ最大手、2300憶円投資
ｲﾝﾄﾞ鉄鋼最大手JSWｽﾁｰﾙが増産投資を相次いで決めた。建築や自動車向けの
需要が増加するｲﾝﾄﾞでは、2020年までに主力製鉄所の粗鋼生産能力を約1割高
める。鉄鋼輸入制限を発動した米国での現地生産も拡大する。投資額合計最大
2300憶円。粗鋼生産開始から20年足らずで国内最大手に上り詰めた急成長企業
は、需要拡大や環境変化を睨んで先手を打ち続ける。機敏な判断と積極的な投
資で国営ｲﾝﾄﾞ鉄鋼公社やﾀﾀ製鉄を抜き去り、25年までに全社で粗鋼生産能力を
年4千万㌧に高める計画を掲げる。JSWほど米国への投資に積極的な企業は珍し
い。


